
ドライブシーズンで底固く推移
NY原油先物相場は、1バレル=66～69ドル水準で底固く推移した。北半球のドライブシーズンでガソリ

ン需要の拡大期待が強く、短期需給の引き締まりが意識された。石油輸出国機構（OPEC）プラスが8月

に日量54.8万バレルの減産縮小（＝増産）を行うこと決めたことで売りが膨らむ場面も見られたが、大

きな値動きには発展しなかった。トランプ米大統領が各国に対して関税の通知を行ったが、実際の関税

発動は8月1日とされたことで投資家のリスク選好性が大きく損なわれることはなく、原油相場に対する

影響は限定的だった。

地政学リスクから需給環境にマーケットの関心はシフトしているが、ドライブシーズンの需給引き締ま

りに対する信頼感が、原油相場を下支えしている。米国のガソリン消費量は前年同期を上回る水準で推

移しており、景気減速懸念が強くなっているが、行楽需要は堅調と評価されている。このため、季節的

な需給引き締まりが意識されやすかった。

米エネルギー情報局（EIA）発表の米石油在庫（7月4日時点）は、原油が前週比707万バレル増、ガソ

リンが266万バレル減、石油精製品が83万バレル減となった。
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【現状確認】
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ドライブシーズンで底固い、60ドル台中盤から後半を推移か

2

【展望】

ドライブシーズンのガソリン需要が、原油相場を下支えして

いる。ここ数年はドライブシーズンの原油価格上昇はほとん

ど見られなかったが、今年は季節要因で底固く推移している。

国際エネルギー機関（IEA）も7月11日に公表した月報で、4

～6月期は日量174万バレルもの在庫積み増しが予想されるが、

原油価格動向、そして大幅な逆サヤ（期近高・期先安）は

現物需給のひっ迫を示唆していると指摘している。地域間の

偏りが大きいとみられるが、このままドライブシーズンの需

要環境について楽観的な見方が維持されると、70ドルの節目

を意識した展開になろう。米国内需給動向に対する関心が高

いため、16日に発表される米原油・石油製品在庫統計に注目

したい。

一方、通商環境は急激に不安定化している。トランプ米政権

は日本と韓国に25%、ブラジルに50%、カナダに35%など、

各国に対して新たな関税税率を通知している。8月1日までが

交渉期限とされているため、マーケットは実際に通知された

通りの関税が発動される可能性は低いとの楽観ムードが目立

ち、株価は高値圏を維持している。ただし、残された交渉期

間が徐々に限られる中、通商リスクの織り込みによる株価急

落といった動きがみられると、原油相場も65ドル水準まで下

押しされる可能性がある。

7月15日に石油輸出国機構（OPEC）プラス月報が公表され

る。原油相場に対する影響は限定的とみられるが、需要見通

しの修正状況には注意が必要。また、同日は中国経済指標の

発表が集中する。中国経済の減速懸念を改めて織り込む動き

が優勢になると、下振れリスクが高まる。
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